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厚
生
労
働
省
は
八
月
七
日
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
（
会
長
＝
仁
田
道
夫
・
国
士
舘
大

学
経
営
学
部
教
授
）
を
開
き
、
田
村
憲
久
厚

生
労
働
大
臣
に
平
成
二
五
年
度
の
地
域
別
最

低
賃
金
額
改
定
の
目
安
を
答
申
し
た
。

　

改
定
額
は
全
国
加
重
平
均
で
一
四
円
と
な

り
、
昨
年
度
の
目
安
よ
り
七
円
高
い
。
一
○

円
以
上
の
目
安
が
示
さ
れ
た
の
は
三
年
ぶ
り

の
こ
と
。
現
在
の
最
低
賃
金
（
全
国
平
均
）

は
七
四
九
円
で
、
目
安
ど
お
り
に
改
定
さ
れ

れ
ば
、
七
六
三
円
に
な
る
見
通
し
だ
。
最
低

賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、
使
用
者

が
労
働
者
に
支
払
う
最
低
限
の
賃
金
水
準
。

毎
年
、
厚
労
省
の
中
央
最
賃
審
議
会
が
示
す

目
安
を
も
と
に
、
各
都
道
府
県
の
地
方
最
賃

審
議
会
が
協
議
し
て
改
定
額
が
決
ま
る
。

成
長
戦
略
に
配
意
し
た
目
安
審
議
を

求
め
る

　

最
賃
を
巡
る
今
年
度
の
動
き
を
振
り
返
る

と
、
七
月
二
日
に
開
か
れ
た
中
央
最
賃
審
議

会
に
厚
労
相
が
三
年
ぶ
り
に
出
席
。
仁
田
会

長
に
手
交
し
た
諮
問
文
に
は
、
今
年
度
の
目

安
に
つ
い
て
、「
現
下
の
最
低
賃
金
を
取
り
巻

く
状
況
を
踏
ま
え
、
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
（
平
成
二
五
年
六
月
一
四
日
閣

議
決
定
）
及
び
日
本
再
興
戦
略
（
同
日
閣
議

決
定
）
に
配
意
し
た
調
査
審
議
を
求
め
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
実
質
的
な
審
議
を
す
る

目
安
小
委
員
会
は
七
月
二
日
か
ら
四
回
に
わ

た
っ
て
議
論
を
積
み
重
ね
た
。
大
詰
め
を
迎

え
た
第
四
回
小
委
員
会
（
八
月
六
日
）
で
も

労
使
の
意
見
は
隔
た
り
が
大
き
く
、
審
議
は

翌
日
未
明
ま
で
続
い
た
。
最
終
的
に
公
益
委

員
の
見
解
に
委
ね
る
か
た
ち
の
決
着
と
な
っ

た
。

大
幅
な
引
上
げ
は
雇
用
や
地
域
経
済

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
（
使
用
者
側
）

　

平
行
線
を
た
ど
っ
た
労
使
の
主
張
を
み
る

と
、
使
用
者
側
は
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
に

つ
い
て
、「
今
後
景
気
回
復
へ
と
向
か
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
円
安
に
よ
る
燃
料
及

び
原
材
料
価
格
の
上
昇
や
欧
州
債
務
問
題
、

米
国
の
経
済
状
況
の
リ
ス
ク
な
ど
日
本
経
済

を
め
ぐ
る
不
確
実
性
は
引
き
続
き
大
き
い
」

と
の
現
状
認
識
を
示
し
て
い
た
。

　

そ
の
上
で
、「
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
、
日
銀
短
観
、

所
定
内
給
与
の
減
少
ト
レ
ン
ド
、
景
気

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
が
示
す
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
経
済
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
最
低
賃
金
の
大

幅
な
引
上
げ
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
存
続
を
脅
か
し
、
雇
用
や
地
域
経
済
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
主
張
。
諮
問
の
際
、

厚
労
相
が
言
及
し
た
「
中
小
対
策
の
拡
充
」

に
つ
い
て
も
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
経
営
体
質
を
強
化
で
き
る
支
援
策
の
拡
充

が
な
い
ま
ま
で
、
大
幅
な
引
上
げ
は
困
難
で

あ
り
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
が
人
員
削
減
や

採
用
抑
制
と
い
っ
た
動
き
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

生
活
保
護
と
の
乖
離
に
つ
い
て
は
、
解
消

し
て
も
再
び
乖
離
が
生
じ
る
「
逃
げ
水
」
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
し
て
、
北
海
道
な
ど

の
大
幅
な
乖
離
が
生
じ
て
い
る
地
域
に
つ
い

て
は
、
解
消
年
数
を
延
長
す
る
な
ど
の
柔
軟

な
対
応
を
取
る
よ
う
求
め
た
。

Ｃ
・
Ｄ
ラ
ン
ク
の
底
上
げ
と
逆
転
現

象
の
解
消
を
（
労
働
側
）

　

一
方
、
労
働
側
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
」
と
「
日
本
再
興
戦
略
」
に

配
意
し
た
調
査
審
議
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
と
、

諮
問
に
際
し
て
の
大
臣
か
ら
の
挨
拶
を
踏
ま

え
つ
つ
、「
公
労
使
三
者
の
真
摯
な
話
し
合
い

を
通
じ
た
審
議
が
基
本
的
態
度
」
と
の
認
識

を
示
し
た
う
え
で
、「
物
価
上
昇
や
、
非
正
規

労
働
者
及
び
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
増
加
と

い
っ
た
格
差
・
貧
困
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
中
に
あ
っ
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ

る
最
低
賃
金
制
度
の
役
割
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
よ
っ

て
、
賃
金
全
体
を
底
上
げ
し
、
国
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、

「
地
域
に
お
け
る
労
働
者
の
生
計
費
・
賃
金

水
準
を
重
視
す
る
こ
と
、
物
価
上
昇
、
特
に

低
所
得
者
層
に
お
け
る
影
響
に
配
慮
す
る
こ

と
、
憲
法
第
二
五
条
、
最
低
賃
金
法
第
一
条
、

労
働
基
準
法
第
一
条
の
趣
旨
を
十
分
に
考
慮

し
つ
つ
、
ま
た
、
Ｃ
・
Ｄ
ラ
ン
ク
の
本
来
あ

る
べ
き
水
準
を
加
味
し
た
議
論
を
行
い
た

い
」
と
し
た
。

　

生
活
保
護
と
の
乖
離
に
つ
い
て
は
、「
未
だ

に
す
べ
て
解
消
で
き
て
い
な
い
の
は
遺
憾
」

と
し
た
上
で
、「
最
低
賃
金
法
第
九
条
第
三
項

の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
乖
離
額
は
全
額
今
年

で
解
消
す
べ
き
で
あ
る
」
と
強
く
主
張
。
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
で
の
逆
転
解
消
に
関
す

る
審
議
に
つ
い
て
、
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

す
よ
う
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、「
生
活
保
護
受
給
額
が
今
後
、
引

下
げ
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
最
低
賃
金
の

引
上
げ
を
抑
制
す
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と

も
訴
え
た
。 ト

ピ
ッ
ク
ス

最
低
賃
金

1

加
重
平
均
で
一
四
円
の
改
定
目
安
を
答
申
―
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

仁田会長に改定を諮問する田村厚労相（右）（7月2日、厚労省HPより）
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加
重
平
均
で
一
四
円
、
Ａ
～
Ｄ
ラ
ン

ク
で
も
二
桁
の
目
安
に

　

こ
の
よ
う
に
労
使
の
主
張
が
大
き
く
隔
た

り
、
最
終
的
に
公
益
見
解
に
委
ね
ら
れ
た
今

年
度
の
目
安
答
申
を
み
る
と
、
改
定
額
は
全

国
加
重
平
均
で
一
四
円
と
な
り
、
昨
年
度
の

目
安
（
七
円
）
よ
り
七
円
高
い
。

　

目
安
額
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
第
一
次

安
倍
政
権
時
の
二
○
○
七
年
は
一
四
円
が
改

定
額
と
し
て
示
さ
れ
た
。
翌
○
八
年
に
は
生

活
保
護
と
の
整
合
性
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求

め
た
改
正
最
賃
法
が
施
行
さ
れ
一
五
円
、
以

降
、
○
九
年
（
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
目

安
示
さ
ず
）、
一
○
年
（
一
五
円
）、
一
一
年

（
六
円
）、
一
二
年
（
七
円
）
と
な
り
、
第

二
次
安
倍
政
権
で
あ
る
今
年
は
一
四
円
の
目

安
で
決
着
し
た
。

　

現
在
の
最
低
賃
金
（
全
国
平
均
）
は
七
四

九
円
で
、
目
安
ど
お
り
に
改
定
さ
れ
れ
ば
、

七
六
三
円
に
な
る
見
通
し
だ
。

　

目
安
は
さ
ら
に
、
都
道
府
県
の
経
済
状
況

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
Ａ
～
Ｄ
ラ
ン
ク
ご
と
の

目
安
も
示
す
（
表
１
）。
東
京
、
大
阪
、
愛

知
な
ど
の
Ａ
ラ
ン
ク
で
は
一
九
円
の
改
定
、

埼
玉
、
長
野
、
静
岡
、
京
都
、
兵
庫
、
広
島

な
ど
の
Ｂ
ラ
ン
ク
は
一
二
円
、
北
海
道
、
群

馬
、
新
潟
、
奈
良
、
岡
山
、
香
川
、
福
岡
な

ど
Ｃ
ラ
ン
ク
は
一
○
円
、
青
森
、
島
根
、
高

知
、
沖
縄
な
ど
Ｄ
ラ
ン
ク
は
一
○
円
の
目
安

が
示
さ
れ
た
。

逆
転
現
象
の
解
消
に
弾
み

　
「
逆
転
現
象
」
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
目

安
ど
お
り
の
改
定
に
な
れ
ば
、
逆
転
が
続
く

一
一
都
道
府
県
の
う
ち
、
北
海
道
以
外
の
一

○
都
府
県
（
青
森
、
宮
城
、
埼
玉
、
千
葉
、

東
京
、
神
奈
川
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
広

島
）
で
解
消
す
る
見
通
し
が
示
さ
れ
た
（
表

２
）。

　

残
さ
れ
た
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
二
年
以

内
に
「
で
き
る
だ
け
速
や
か
な
解
消
に
向
け

た
審
議
を
行
う
」（
目
安
小
委
員
会
報
告
）
こ

と
と
さ
れ
、
今
年
度
は
一
一
円
か
ら
二
二
円

の
目
安
幅
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。

　

目
安
審
議
の
終
了
後
、
記
者
会
見
し
た
連

合
の
須
田
孝
総
合
労
働
局
長
は
、「
不
満
が
残

る
結
果
」
と
し
て
、
最
賃
水
準
の
低
い
Ｃ
ラ

ン
ク
、
Ｄ
ラ
ン
ク
の
底
上
げ
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
、
さ
ら
に
、
北
海
道
の
目
安
幅
が
二

二
円
か
ら
一
一
円
と
さ
れ
、
三
○
円
の
乖
離

額
が
あ
り
一
四
円
引
き
上
げ
た
昨
年
の
経
緯

を
踏
ま
え
、
今
年
は
一
六
円
を
解
消
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
指
摘
し
た
。

そ
の
一
方
、「
こ
の
五
年
で
生
活
保
護
と
の
逆

転
現
象
の
解
消
が
進
ん
だ
こ
と
」
に
つ
い
て

は
一
定
の
評
価
を
し
た
。
今
後
に
関
し
て
は
、

「
生
活
保
護
と
の
逆
転
現
象
の
解
消
の
見
通

し
も
立
ち
、
よ
う
や
く
賃
上
げ
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
か
ら

は
、
賃
金
の
あ
る
べ
き
水
準
を
議
論
し
て
い

き
た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

な
お
、
七
日
付
け
の
南
雲
弘
行
事
務
局
長

の
談
話
で
は
、「
目
安
本
体
（
生
活
保
護
水
準

と
の
乖
離
解
消
の
た
め
の
上
乗
せ
部
分
を
除

い
た
額
）
と
し
て
は
過
去
最
高
の
一
四
円
が

答
申
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

　

全
労
連
は
五
日
、
小
田
川
義
和
事
務
局
長

の
談
話
で
、「
三
年
ぶ
り
に
一
○
円
台
の
目
安

を
ま
と
め
た
審
議
会
の
尽
力
に
は
敬
意
を
表

し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
一
方
、「
選
挙
前

に
政
権
政
党
が
強
調
し
た
『
二
％
超
（
一
五

円
以
上
）
実
現
』
を
下
回
っ
た
こ
と
や
、
地

域
間
格
差
を
さ
ら
に
広
げ
た
こ
と
、
一
○
○

○
円
へ
の
接
近
は
も
と
よ
り
、
八
○
○
円
以

下
を
早
期
に
な
く
す
と
の
労
使
合
意
に
は
程

遠
い
こ
と
」
な
ど
を
課
題
と
し
て
あ
げ
た
。

　

一
方
、
日
本
商
工
会
議
所
は
目
安
答
申
の

翌
日
、「
近
年
の
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
審

議
に
お
い
て
、
中
央
で
示
さ
れ
た
目
安
額
を

あ
た
か
も
下
限
値
と
し
て
、
引
上
げ
額
に
上

乗
せ
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
対
し
、
各
地

か
ら
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て
い
る
」

と
指
摘
。使
用
者
側
委
員
の
主
張
に
よ
り「
目

安
が
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
審
議
決
定
を

拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
一
文
が
、

見
解
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

今
後
は
、
目
安
を
受
け
た
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
で
の
審
議
が
ス
タ
ー
ト
し
、
秋
に
は

新
し
い
最
低
賃
金
に
改
定
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

（
調
査
・
解
析
部
）

表１
ランク 都道府県 金額 

A 千葉、東京、神奈川、愛知、大阪 19円

B 茨城、栃木、埼玉、富山、長野、静岡、三重、滋賀、京都、兵庫、 広島 12円

C 
北海道、宮城、群馬、新潟、石川、福井、山梨、岐阜、奈良、和歌山、
岡山、山口、香川、福岡 

10円

D 
青森、岩手、秋田、山形、福島、鳥取、島根、徳島、愛媛、高知、佐賀、
長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 

10円

表２

都道府県 
平成 23 年度データ 

に基づく乖離額 
（A） 

平成 24 年度地域別 
最低賃金引上げ額 

（B） 

残された乖離額 
（C） 

（＝ A － B） 

北海道 36 円 14 円 22 円 

青森 9 円 7 円 2 円 

宮城 19 円 10 円 9 円 

埼玉 18 円 12 円 6 円 

千葉 9 円 8 円 1 円 

東京 26 円 13 円 13 円 

神奈川 22 円 13 円 9 円 

京都 11 円 8 円 3 円 

大阪 22 円 14 円 8 円 

兵庫 14 円 10 円 4 円 

広島 20 円 9 円 11 円 


